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「
あ
っ
て 

よ
か
っ
た 

国
有
林
」を
目
指
し
て

～
愛
媛
森
林
管
理
署
の
取
組
～

　愛媛森林管理署の管理する森林は、西日
本最高峰の石

いしづち
鎚山

さん
（1,982m）を主峰とし

た四国山脈 脊
せきりょう

梁 部の中部及び西部、さら
には景勝地としても親しまれている南部の
滑
なめとこけいこく

床渓谷や篠
ささやま

山周辺に分布しています。
　面積は約４万 ha（国有林野：３万７千
ha、官行造林：３千 ha）で、愛媛県全体の
森林面積 約 40 万 ha（県土面積の７割）の１割にあたります。
　また、愛媛県では「森

も り
林づくり」「人づくり」、「地域づくり」を基本柱に、素材生産量 67

万㎥ / 年、森林整備面積 9,200ha/ 年を目標とする「えひめ森林・林業振興プラン」を策定
しており、民有林と国有林が連携して林業の成長産業化と健全な森林づくりに向けた取組を
進めています。
愛媛森林管理署 HP アドレス： 
http://www.rinya.maff.go.jp/shikoku/ehime/index.html

四
国
森
林
管
理
局
　
愛
媛
森
林
管
理
署

は
じ
め
に

　
愛
媛
森
林
管
理
署（
以
下「
当
署
」と
い
う
。）

は
、
一
県
一
署
の
森
林
管
理
署
と
し
て
、
県
内

の
市
町
や
教
育
機
関
へ
の
訪
問
等
を
通
じ
て
、

地
域
に
お
け
る
森
林
・
林
業
の
課
題
把
握
と
解

決
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
取

組
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
災
害
対
応
措
置
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
は
、
愛
媛
県
南
予

地
方
を
中
心
に
、
未
曾
有
の
災
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　
当
署
で
は
、
国
有
林
周
辺
に
お
け
る
被
害
状

況
の
市
町
へ
の
情
報
提
供

や
、
市
町
職
員
と
合
同
で

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
民
有
林

林
道
等
の
被
害
確
認
を
行

う
な
ど
の
対
応
に
努
め
ま

し
た
。
一
方
で
、
市
町
で

は
、
発
災
直
後
は
住
民
の

安
否
確
認
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
復
旧
作
業
に
追
わ
れ
、

奥
地
に
位
置
す
る
森
林
・
林
道
の
調
査
は
後
回

し
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
っ
た
と
も
伺
い
、

災
害
時
の
混
乱
の
中
に
あ
っ
て
、
市
町
へ
の
支

援
に
つ
い
て
十
分
な
対
応
が
で
き
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
反
省
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
災
害
時
の
混
乱
し

た
状
況
下
で
も
、
地
元
自
治
体
と
迅
速
な
対
応

を
進
め
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
事
前
の
準
備

が
重
要
と
考
え
、
よ
り
緊
密
な
連
携
体
制
を
構

築
す
る
た
め
の
協
定
を
松
野
町
（
平
成
31
年

３
月
28
日
）、
西
条
市
（
令
和
元
年
５
月
28
日
）、

久
万
高
原
町
（
令
和
元
年
７
月
２
日
）
の
１
市

２
町
と
締
結
し
ま
し
た
（
写
真
１
）。

　
協
定
の
締
結
に
際
し
、
各
市
町
か
ら
は
「
森

林
や
林
道
の
調
査
は
後
回
し
に
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
大
変
あ
り
が
た
い
」

（
松
野
町
）、「
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、万
が
一
の
場
合
、迅
速
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
り
が
た
い
」（
西
条
市
）、

「
消
防
署
と
も
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
被
害
が

起
き
れ
ば
最
小
限
に
と
ど
め
た
い
」（
久
万
高
原

町
）
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

協
定
に
基
づ
き
、
合
同
で
の
現
地
確
認
や
災
害

発
生
時
の
具
体
的
な
対
応
手
順
の
確
認
な
ど
の

取
組
を
進
め
、
災
害
発
生
時
に
迅
速
・
的
確
な

対
応
が
行
え
る
よ
う
、
平
時
か
ら
市
町
と
の
連

携
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

愛媛県 高知県

徳島県

香川県

取 組
国有林野事業の

「管内概要」

愛媛
森林管理署

署
の
基
礎
デ
ー
タ

所 在 地 愛媛県松山市朝美二丁目６番 32 号
区 域 面 積  567,623 ha うち森林面積 401,047ha

国有林野面積  40,587 ha

管 轄 区 の
関 係 市 町 村

四国中央市、新
に い は ま

居浜市、西
さいじょう

条市、今
いまばり

治市、松山市、伊
い よ

予市、東
とうおん

温市、砥
と べ ち ょ う

部町、
内
うちこちょう

子町、西
せ い よ

予市、久
くまこうげんちょう

万高原町、宇
う わ じ ま

和島市、松
まつのちょう

野町、鬼
きほくちょう

北町、愛
あいなんちょう

南町

西日本最高峰石鎚山（1,982m）
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林
業
担
当
者

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の

森
林
官
に
よ
る
出
前
講
座

　
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
新
た
な
森
林
管
理

シ
ス
テ
ム
」
や
「
森
林
環
境
税
譲
与
税
」
の
推

進
に
向
け
て
、
市
町
村
の
役
割
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
愛
媛
県
内
の
20
自
治
体
の

中
で
、
林
業
専
門
の
部
署
を
設
け
て
い
る
の
は
、

西
条
市
、
久
万
高
原
町
、
西
予
市
の
３
市
町
で
、

そ
れ
以
外
の
市
町
で
は
専
門
の
担
当
職
員
が
ほ

と
ん
ど
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
う
し
た
こ

と
を
受
け
て
、
当
署
で
は
、
森
林
・
林
業
の
実

務
経
験
が
少
な
い
市
町
の
若
手
職
員
を
対
象
に
、

森
林
管
理
や
林
業
技
術
に
関
す
る
知
見
を
高
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
四
国
森
林

管
理
局
（
以
下
、「
四
国
局
」
と
い
う
。）
で
行
っ

て
い
る
「
市
町
村
林
業
担
当
者
実
務
研
修
」
の

内
容
を
ベ
ー
ス
に
、
森
林
官
が
森
林
調
査
や
各

種
事
業
の
監
督
、
境
界
管
理
等
に
関
す
る
出
前

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
第
１
回
目
の
講
座
で
は
、久
万

高
原
町
林
業
戦
略
課
の
若
手
職
員
を
対
象
と
し

て
、植
付
け
予
定
地
や
路
網
に
よ
る
搬
出
間
伐
の

作
業
に
つ
い
て（
写
真
２
）、第
２
回
目
の
講
座
で

は
、松
野
町
農
林
振
興
課
職
員
を
対
象
と
し
て
、

木
材
市
場（
大
木
坑
木
有
限
会
社
宇
和
島
出
張

所
）の
協
力
を
得
て
、競
り
売
り
に
よ
る
丸
太
の

販
売
や
価
格
動
向
、当
署
が
行
っ
て
い
る
国
有
林

材
の
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
販
売
や
委
託
販
売
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
架
線
系
に
よ
る
木
材
の
搬
出
作
業

や
シ
カ
被
害
対
策
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
出
前
講

座
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

就
業
体
験
学
習
に
関
す
る

覚
書
に
基
づ
く
愛
媛
大
学
と
の

連
携
・
強
化

　
愛
媛
大
学
と
四
国
局
で
は
、
平
成
26
年
度
に

「
連
携
と
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て

以
来
、
卒
業
・
修
士
論
文
発
表
会
や
セ
ミ
ナ
ー

へ
の
参
加
等
を
通
じ
て
、
様
々
な
場
面
で
交
流

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
愛
媛
大
学
農
学
部
と
の
さ
ら
な
る
連

携
・
強
化
を
図
る
た
め
、
平
成
31
年
３
月
に
愛

媛
大
学
農
学
部
と
当
署
の
間
で
「
就
業
体
験
学

習
に
関
す
る
覚
書
」
を
新
た
に
締
結
し
ま
し
た

（
写
真
３
）。

　
そ
の
連
携
の
一
環
と
し
て
、
当
署
に
お
け
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
体
制
を
新
た
に
構
築

し
直
す
な
ど
整
備
を
図
り
な
が
ら
、
令
和
元
年

度
は
生
物
環
境
学
科
の
３
年
生
５
名
を
受
け
入

れ
、
間
伐
現
場
や
木
材
市
場
、
林
道
復
旧
工
事

や
治
山
工
事
の
見
学
、
造
林
事
業
地
に
お
け
る

下
刈
り
作
業
状
況
の
確
認
や
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植

栽
体
験
、
さ
ら
に
、
ド
ロ
ー
ン
の
操
作
体
験
な

ど
、
現
場
で
の
実
習
を
中
心
と
す
る
５
日
間
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
（
写
真
４
）。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
え
た
学
生
か
ら
は
、

「
列
状
間
伐
を
初
め
て
知
っ
た
」「
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
が
印
象
的
だ
っ
た
」「
自
分
の
思
っ
て
い

た
林
業
の
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
り
新
鮮
だ
っ
た
」

等
の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

　
当
署
で
は
、
覚
書
に
基
づ
き
、
令
和
２
年
度

以
降
も
継
続
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入

れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
こ
う
し
た

機
会
を
通
じ
て
、
国
有
林
野
事
業
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
当
署
職
員
の

講
師
ス
キ
ル
の
向
上
も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

更
な
る
連
携
に
向
け
て

　
当
署
は
、
市
町
と
の
災
害
協
定
の
締
結
や
森

林
官
に
よ
る
出
前
講
座
、
大
学
と
の
連
携
等
を

通
し
て
、
地
域
の
森
林
・
林
業
の
振
興
と
地
域

全
体
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
更
に
連
携
を
深
め
る
た
め
、「
あ
っ

て
良
か
っ
た
国
有
林
、
お
役
に
立
て
る
国
有

林
」
を
合
い
言
葉
に
、
様
々
な
意
見
に
耳
を
傾

け
、
地
域
の
要
望
に
応
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

写真２

写真3

写真4

写真1 久万高原町と当署との災害対応措置に関
する協定締結後にドローンを操縦する河
野久万高原町長（令和元年７月２日）

搬出現場において、現場代理人（中央）
から説明を聞く久万高原町役場職員（右
から２人）

愛媛大学農学部と当署との就業体験学習
に関する覚書締結（平成31年３月21日）

ドローンの操作方法の体験（左から３名
がインターン生）




